さう 言へば、 横 光 君 は 大分で 生れ、 伊賀で 育った 人 

と 聞いて ゐ るが、 いづれ にせよ、 故郷 を 懐し む 心 を、 

彼ぐ らゐ 豊かに もって ゐる 文学者 を 私 は 多く 知らぬ。 

彼の 激しい 望郷の念 は、 おそらく、 欧洲の 旅 を 通じ、 

母国 日本に 向って 示された に 違 ひない。 彼が パリの レ 

スト ランで、 毎日 毎 食、 プ ウレ • ォ • リ (若鶏の 肉に 

米の 飯 を あしらった 料理) ばかりと つて、 これ を 無上 

の 珍味な りと したと いふ 逸話 は、 まことに 横 光 君ら し 

い、 さも ありさうな 事実で ある。 

私 は 彼が 旅立つ 時、 是非 チロルへ 寄る やうに すゝめ 

た。 なんとなく 彼の 気に入り さうな 土地柄 だからで あ 



る。 彼 は 私の 「チロルの 秋」 など 読んで ゐ たためで も 

あらう か、 チロルと いふ 名 を 記憶に と > めてゐ たらし 

く、 彼 は 果して ボル ッァノ から ブ レンネ 口、 ィ インス 

ブルクの 道 を 選んで 北へ 歩いて 行った。 「旅愁」 のな 

かの チロルの 描写の くだり は、 とくに 精彩に 富んだ も 

のの やうに 思 はれる。 そして、 またしても、 彼 は、 あ 

の すべてが 魂 を 奪 ふ 自然の 景観の 中で、 ちらりと 後ろ 

を 振り返る。 それ は どんな 瞬間で あつたか、 この あ 

た、 かい 詩人の 胸に、 光栄に も、 私と 私の 娘 たちのす 

がた が 浮んだ 証拠物件 を、 私たち は 今 も 大切に しまつ 

て ある。 
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